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資料６ 
 
   京都市上下水道事業経営評価の新たな評価方法について 

 
昨年度の審議委員会でいただいたご意見を踏まえ，新たに「中期経営プラン

に対する進捗状況」及び「重要な事業に対する評価」をこれまで実施してきた

単年度事業に対する評価に加えて実施していく。 
 
１ 中長期的な進捗管理 
  見直し前：単年度毎の評価のみ実施。 
   ↓ 
  見直し後：中期経営プランの計画期間に合わせた進捗状況を５段階で表す。 
      （プランに対する達成度を標記する） 
 
   効果 単年度評価だけでなく，プランに対する進捗を表すことで，プラ

ン全体からみた進捗がわかることから，より市民に対する説明責任

を果たせる。 
 
 
 ○進捗の示し方 

  各目標の中期経営プラン進捗率の平均により，取組項目毎に原則滴 ５つ

とする５段階でプランの進捗を示し，最終年度はプランの進捗状況に基づき

プランの評価を実施する。 

 
 ○進捗率の基本的な考え方 
  目標水準以上の実績についても評価する（プランに対する進捗が 100%超と

なることもあり得る）。 
 ①数値を目標水準としているもの 

   数値による評価を実施 
   24 年度末見込みを０，29 年度の目標水準を 100 とし，各年度末の実績か

ら進捗率を算出。 
例：水道管路の耐震化率 24 年度末：9.4%⇒29 年度目標水準：15.4% 

 
  ②工事の完了を目標水準としているもの 
   プラン期間中の全体事業費と全体出来高で進捗状況を確認する。 
  例：（29 年度目標水準）山科駅周辺地区における山科三条雨水幹線の整備工 

事完了 
 
  ③①及び②以外のもの 

単年度の評価を累計する。 
  例：（29 年度目標水準）ホームページ，ツイッター等を利用した継続的な情

報発信 
 
 ○経営評価冊子での表現 別紙１  
  単年度の評価を示したうえで，中期経営プランに対する進捗状況を示した。 
 



２ 重要な事業に対する評価 
 

見直し前：従来の経営評価はプランにおいて重点項目に位置づけられてい

る事業もそれ以外の事業も同列で評価。 
   ↓ 
  見直し後：これまでの評価に加えて，プランにおいて重点項目に位置づけ

られている事業を抜き出して評価を実施する。 
 
   効果 中期経営プランにおいて，特に力を入れて実施していく５つの重

点項目の進捗がわかりやすくなる。 
 
 
 ○経営評価冊子での表現 別紙２  
 
 
 
 ○重要な事業に重み付けを行うことについて，局内で検討をしてきたところ，

重点推進施策２２項目のうち，加重を２倍にした場合で２項目，加重を３

倍にした場合で更に１項目の評価に影響があった。 
しかし，重要事業を頑張ったものの不可抗力で達成が遅れた場合などに下

げる方向に働く結果となることを考慮すると，頑張ったことに対しての評

価が適切に行えないことになり得ることから重み付け（加重）については，

今後も引き続き検証していくこととしたい。 
  



＜参考＞平成２５年度京都市上下水道事業経営審議委員会での審議経過 
 
第２回委員会での委員からの意見 
○中期経営プランに対する評価について 
 ・冊子の中に，長期的な計画を入れることも必要ではないか。目標が確認で

きるようなものを作ってはどうか。 
 ・星５つぐらいにして，きっちりした数値目標だけではなく，大体中期計画

のどのあたりまで，今年の段階で実現できているのか，ということを示し

てはどうか。ベンチマーク的に５段階設定し，星がそろえば，目標達成と

いう形にし，今年は２つ半，次の年になったら３つと，進んでいるのがわ

かる。 
 ・取組項目評価は中期経営プランとの関係性が見えるが，重点推進施策項目

については，５年と比べてどうかということが言いづらいのかと思う。単

年度については，取組項目評価で行い，その５年間の進捗については，そ

の目標とのすり合わせで点数化されたらいいと思う。 
 
○重要な事業に対する評価について 
 ・全ての項目について評価するのではなく，重要なものだけ評価して，そう

でないものは，点数化する必要がないのではないか。 
 ・重要なものを１．５倍にするなど，重み付けをすればよいのではないか。 
 ・重要度が大きいときは３，中なら２，小なら１と掛け算をして，満点の点

数のなかで何％点数がとれたかという方法があると思う。 
 ・重み付けに関しては，した方がいいと思うが，問題はどういう点数にする

かである。うまくできているものだけの点数を上げれば，いい評価結果に

なるが，その辺りのさじ加減はどこで決まるのか。どういうコンセプトで

するのか。 
 
 



京都市上下水道事業経営評価の見直しについて（中長期的な進捗管理）

c

連絡幹線配水管
の布設

・○○配水管布設工事着手（平成△△年度完了予定）
c

・配水管耐震化工事の実施　△△km【目標△△km】
・補助配水管耐震化工事の実施　△△km【目標△△km】
・配水管更新率　△△%【目標△△%】
・水道管路の耐震化率　△△%【目標△△%】
・主要管路の耐震適合性管の割合　△△％【目標△△%】
・○○改良工事実施

b

取組項目一覧

重点
項目

取組項目名 ２５年度の実績
評価
結果

◎
水道システムの
耐震性向上

25年度の単年度
評価 Ｂ

重点推進
施策名 2 地震等の災害に強い上下水道施設の整備

事業の目的
　配水管及び補助配水管の布設替え及び新設工事を計画的に実施し，水道管路
の耐震化を促進します。

　重要管路や基幹施設の耐震性向上や下水道システムの強化など，お
おむね計画どおりに実施できたものの，導水施設の２系統化や連絡幹
線の布設に係る工事に遅れが生じたため，Ｂ評価となった。

◎

導水施設の２系
統化によるバッ
クアップ体制の
強化

・○○実施設計の実施

番号

①

②

③

本資料の評価結果は例示です。実際

は25年度実績に基づき評価します。

◎は中期経営プランに掲げる重点項目の取組を表す

の布設 c

a下水道施設の地
震対策の強化

老朽化した下水
道管の耐震性向
上

・経年管対策工事実施（平成△△年度完了予定）
・経年管対策工事完了
・管路内調査委託　完了（△△km)
・経年管老朽化対策 設計完了，工事実施（平成△△年度完了予
定）
・下水道管路地震対策率  △△％
・下水道管路調査・改善率 △△％

b

・管路地震対策工事完了
・管路地震対策設計完了，工事実施（平成△△年度完了予定）
・下水道管路地震対策率  △△％
・下水道管路調査・改善率 △△％
・○○の地震対策工事　工事完了
・下水道施設継手部地震対策工事設計完了，工事完了
・下水道施設（建築）の耐震化率 △△％
・地震対策工事完了
・災害用マンホールトイレ  設計完了，工事実施（平成△△年
度完了予定）

③

④

⑤



○○工事の継続実施

中期経営プラン（25～29年度）に対する進捗状況

◎
水道システムの
耐震性向上

△△％

△△%

進捗率30%
順調に進捗してい
る。

△△%

-

-

進捗率10％
少し遅れ る

課題及び
今後の取組

・××××について，●●●という課題があるため，進捗に遅れが生じてい
る。今後，年次計画どおりに平成△△年度末に完了させる。

△△%

プランに対する進捗率及び進捗状況
（平成２５年度末時点）

◎

導水施設の２系
統化によるバッ
クアップ体制の
強化

重点
項目

取組項目名
目標水準

（平成２９年度末に達成すべき目標）

配水管更新率　△△%

水道管路の耐震化率△△%

主要管路の耐震適合性管の割合
△△％
緊急遮断弁設置工事の完了（△
△箇所）（△△年度より工事着
手）

番号

①

②

○○施設能力の耐震化（△△年
度より工事着手）

別紙１

△△%

-

下水道管路調査・改善率 △△％

下水道施設（建築）の耐震化率
△△％（△△年度より工事着
手）

下水道管路地震対策率 △△％

下水道管路調査・改善率 △△％

下水道管路地震対策率 △△％

○○配水管の布設工事完了（△
△年度より工事着手）

○○配水管の布設工事完了

○○配水管の布設工事の継続実
施（△△年度より工事着手）

△△%

△△%

少し遅れている。

進捗率20%
順調に進捗している。

-

強化

下水道施設の地
震対策の強化

老朽化した下水
道管の耐震性向
上

連絡幹線配水管
の布設

進捗率20％
順調に進捗している。

△△%

△△%

- 進捗率４0%
順調に進捗している。

③

④

⑤

見直し案についての上下水道局としての課題

・プランに対する進捗率及び進捗状況欄に，進捗率が並ぶことで，両者の進捗率の関係がわかりにくい。

・工事等事業の性質によっては，単年度では予定どおり進んでいるにも関わらず，プラン全体に対する進捗

率で進捗状況を記載すると，遅れていると評価されてしまうこととなる。



京都市上下水道事業経営評価の見直しについて（重要な事業に対する評価）

地震等の災害に強い上下水道施設の整備

施策名
掲載

ページ

ｂ

Ｐ△△
～

Ｐ△△

評価
結果

ｃ

ｂ

重点項目 ② 災害対策の強化

　地震や浸水などの災害に対して，被害を最小限にし，迅速な対応を行い，早期に機能回復が図
れる災害に強いライフラインを構築する。

25年度の
単年度評価 Ｂ

　地下街等を有する地区等の浸水対策や危機管理対策の強化，防災拠点の充
実などおおむね計画どおりに実施できたものの，導水施設の２系統化や連絡
幹線の布設に係る工事に遅れが生じたため，Ｂ評価となった。

Ⅰ-2-③

Ⅰ-2-④

・○○配水管布設工事着手（平成△△年度完了予
定）

・下水道管路地震対策率  △△％【目標△△％】
・下水道管路調査・改善率 △△％【目標△△％】

取組
項目

Ⅰ-2-①

　上下水道管路・施
設の耐震化の促進

・水道管路の耐震化率△△%【目標△△%】
・主要管路の耐震適合性管の割合　△△％【目標
△△%】

２５年度の主な実績

本資料の評価結果は例示です。実際は

25年度実績に基づき評価します。

中期経営プランに掲げる重点項目名

ｃ・○○実施設計の実施Ⅰ-2-②
　導水施設の２系統
化によるバックアッ
プ体制の強化

Ｐ△△

aⅠ-2-⑤
・下水道施設（建築）の耐震化率 △△％【目標△
△％】
・災害用マンホールトイレ  設計完了，工事実施

9.4 
10.6 

15.4 

5

7

9

11

13

15

17

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 プラン

目標

プラン

策定時

(％) 水道管路の耐震化率 年度別推移

単年度評価が掲載されているページ

を示す。

主な実績等をイラストや図を使用

して説明



取組
項目

２５年度の主な実績
評価
結果

雨に強く安心できる浸水対策の推進

掲載
ページ

　地下街等を有する
地区等の浸水対策

Ⅰ-4-①
・雨水整備率(10年確率降雨対応) △△％【目標△
△％】
・○○雨水幹線工事実施

a

Ⅰ-４-②
・○○幹線　設計
・雨水整備率(10年確率降雨対応)△△％【目標△
△％】

a

Ⅰ-４-③
・○○検討会及び報告会の実施
・雨水整備率(10年確率降雨対応) △△％【目標△
△％】

a

Ⅰ-４-④ ・○○助成件数△△件【目標△△件】 ｃ

Ｐ△△
～

Ｐ△△

施策名

災害・事故等危機時における迅速な対応

施策名
取組

２５年度の主な実績
評価 掲載

本資料の評価結果は例示です。実際は

25年度実績に基づき評価します。

単年度評価が掲載されてい

るページを示す。

主な実績等をイラストや図を使用

して説明

別紙２

施策名
取組
項目

２５年度の主な実績
評価
結果

防災拠点の充実

プランに対する
進捗状況

（平成２５年度末時点）

中期経営プラン（25～29年度）に対する進捗状況

取組項目件数△△件
進捗率平均　２０％

掲載
ページ

Ⅰ-３-①
・○○計画を策定
・○○に基づく訓練を実施 a Ｐ△△

～
Ｐ△△

Ⅰ-３-②
・○○施設に仮設給水栓を配備
・○○による応急給水訓練を実施 a

危機管理対策の強化

応急給水訓練

主な実績等をイラストや図を使用

して説明


